
組
合

長
理
事

嶋

村

寿

雄

２

る
目

的
で

、
四

月
一

日
に

森
林

県
で
は

平
成

一
六

年
度

に
「

さ

れ
る

シ
ス

テ
ム
の

構
築

支
援

５

法
の

一
部

改
正

が
行
わ

れ

ま
し

琵
琶

湖
森

林
づ

く
り

条
例

」
を

・
近

畿
、

中
部

、
北

陸
の

結
節

３

た
。

ま
た
、

市
町

村
が

林
地

台

定
め

、
一

七
年

に
は
「

琵
琶

湖

点

で

あ

る

交

通

網

に

よ

る

ア

ク

１

帳

の
作

成
や

深
刻

化
し

て
い

る

森

林
づ

く
り

基
本

計
画

」
が

策

セ

ス

に

恵

ま

れ

た

強

み

を

活

か

井

獣

害
対

策
も

森
林

整
備
計

画
に

定

さ
れ

、
持

続
的

な
森
林

づ

く

し

、
近

隣
府

県
の

大
型

需
要

者

村

追

加

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

す

。

り

や
県

民
で
支

え
る

森
林

づ
く

へ

、
安

定
的

に
原

木
が
供

給
さ

町

当

組
合

で
は

、
機

械
化

に
向

り
を

基
本

方
針

と
し

て
取

り
組

れ
る

取
り

組
み

を
推

進

野

け
た｢

低
コ

ス
ト

搬
出｣

を
目

指

み
が

さ
れ

ま
し

た
。

③

豊

か

な

暮

ら

し

の

実

現

に

貢

日

梅
雨

空
の
下

、
七

〇
回

目
と

今
回

の
総

代
会

は
、
日

野
区

ど

に
よ

り
、

前
年

比
八

五
％

の

し

、
路

網
整

備
の

推
進

と
、

そ

献

す
る
幅

広
い

県
産

材
の

利
用

な
り

ま
し

た
総

代
会

を
開

催
し

総

代
会

長

入

谷

謙
治

様
に

売

上
げ

に
留

ま
る
結

果
と

な
り

の

支
障

木
に

合
わ

せ
、

間
伐
材

（
主

に
川

下
）

大
勢

の
総

代
の

皆
さ

ま
に
ご

出

議
長

を
お

願
い

し
、

ス
ム

ー
ズ

ま
し

た
。

の

搬
出

に
取
り

組
み

、
健

全
な

・

県

産

材

の

利

用

に

つ

い

て

消

席
を

頂
き

ま
し
た

。

に
議

事
の

進
行
が

行
わ

れ
ま

し

し

か
し

、
そ

の
作

業
量

か
ら

森
林

づ
く

り
に

努
力

し
て

ま
い

費

者
の
理

解

を
醸
成

ご

来
賓

に
は

、
日

野
町

長
・

た
。

応

分
の

補
助
金

が
確

保
で

き
た

り

ま
す

。

・

県

産

材

が

公

共

建

築

物

、

一

藤

澤
直

広
様

、
滋
賀

県

中
部
森

こ

と
や

、
貸

し
地

料
収

入
な

ど

ま
た

、
森

林
認

証
制

度
の

取

般
住

宅
、

土
木

工
事
、

木
製

品

林

整
備
事

務
所

長
・

上
野

喜
久

事

業
外

の
収

入
に
よ

り

、
剰
余

得

に
向

け
準

備
を

進
め

て
お

り

な
ど

に
幅
広

く
利

用
さ

れ
る

取

治
様

、
日

野
町

農
林

課
参

事
・

金

を
出
す

事
が

で
き

ま
し

た
。

ま

す
が

、
費

用
の
半

分
は

県
の

り

組
み

を
推

進

寺
嶋

孝
平

様
、

滋
賀

中
央

森
林

補

助
金

で
賄

い
、

残
り

の
負
担

・
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（

直
交

集
成

板
）

等

組
合

代
表

理
事

副
組

合
長

・
篠

○
第

二
号

議
案

金
は

昨
年

の
総

代
会

で
ご

承
認

新

た
な
製

品
の

普
及

、
木

質
バ

村
久

嗣
様

を
迎

え
、

盛
大

に
開

『

平
成

二
九

年
度

事
業
計

画

を

頂
い

た
「

目
的
積

立
金

」
を

○
プ

ラ
ン

の
目

指
す

姿

イ

オ

マ

ス

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

利

用

催
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。

の

承
認

に
つ

い
て
』

取

り
崩

し
充
当

し
た

い
と

考
え

「
山

を

活

か
し
、
水

源

を

育

の
推

進
等

に
よ
り

、
新

た
な

木

藤

澤
町

長
に

は
、

ふ
る

さ
と

え

ま
す

。

み
、
地

域

を

元

気

に
す

る

し
が

材

需
要

の
創

出
の

取
り

組
み

の

山｢

綿

向
山｣

と
い

う
財

産
を

の
林

業

・
木

材

産

業

」

④

し
が
の

林
業

成
長

産
業

化
を

守
り

、
ま

た
日

頃
の

林
業

振
興

○
第

三
号

議
案

～
第

五
号

議
案

山
の

資
源

を
活

か
し

な
が

ら

実
現

す
る

専
門

性
の

高
い

人
材

へ
の

協
力

に
対

す
る

お
礼
と

町

『
平

成
二
九

年
度

加
入

金

循

環
サ

イ
ク

ル
そ
の

も
の

で
あ

教
育

が
木

材
活

用
の
推

進
を

行
う

内

○
第
一

号
議

案

に
つ
い

て

』
・
『
余
裕
金

の
運

る

林
業･

木
材

産

業
を
「

生
業｣

・
新
規

就
業

者
の

確
保

容

の
祝

辞
を

頂
き

、
県

の
上

野

『
平

成
二

八
年

度
事
業

報
告

用
に

つ
い

て

』
・
『
役

員
報

酬

と
し

て
活

性
化

す
る
こ

と
に

よ

・
川

上
か

ら
川

下
す

べ
て
の

段

所

長
に

は
、

国
の
「

林
業

成
長

書･

財

産
目
録

・
貸

借
対

照
表･

に
つ
い

て
』

り
、

地
域

振
興
へ

の
貢

献
と

水

階
に

お
い

て
、

専
門
性

の
高

い

産

業
化
」

や
県

の
「

琵
琶

湖
森

損

益
計

算
書

及
び
剰

余
金

処
分

源

林
の

持
続

的
な

保
全

を
実

現

技
術
者

を
育

成

林
づ

く
り

基
本

計
画

」
「
し

が

案

の
承

認
に
つ

い
て

』

※

一

括

提

案

の

結

果

、

総

て

す

る
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方

・
様
々

な
世

代
を

対
象

に
木

材

の

林

業

成

長

産

業

化

ア

ク

シ

ョ

ご

承

認
を

頂

き

ま
し

た

。

利

用
へ

の
愛

着
を

高
め

る
「

木

ン

プ
ラ

ン
」

に
触

れ
、

川
上

か

全

国
の
木

材
自

給
率

が
５

年

○

林
業･

木

材
産

業
の
振

興
に

向

育

」
の

取
り

組
み

を
推

進

ら

川
下

ま
で

の
木

材
産

業
の
活

連

続
で

上
昇

す
る

中
、

当
組

合

各

地
区
総

代
の

皆
さ

ま
に

は

け

た
取

り
組

み

⑤

琵
琶

湖
の

水
源

林
や
環

境
に

性

化
な
ど

の
取

り
組

み
に

つ
い

に

お
い

て
も

サ
ン
ト

リ
ー

事
業

近
年

話
題

の
木

質
バ

イ
オ
マ

三

年
間

大
変

お
世

話
に

な
り

、

①

森

林

資

源

の

循

環

利

用

に

よ

資

す
る

林
業

成
長

産
業

化
へ

の

て
、

ま
た

森
林

認
証

の
取

得
に

の
取

り
組

み
に

伴
い

、
販

売
数

ス

や
直

交
集
成

板
（

Ｃ
Ｌ

Ｔ
）

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
活

力
あ

る
林

業
の

推
進

取

り
組

み

つ
い

て
の

推
進

も
含
め

、
ご

祝

量
を

伸
ば

し
て

来
ま

し
た

が
、

の
需

要
拡

大
に

伴
い

、
森

林
の

今
後

と
も

ご
支

援
賜

り
ま

す
よ

（
主

に
川

上
）

・
カ

ー
ボ

ン
オ
フ

セ
ッ

ト
等

の

辞

を

賜
り
ま

し
た

。

作
業

員
の
減

員
・

冬
の

大
雪

な

公
益

的
機

能
の

維
持
促

進
を

図

う

、
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す

。

・

効
率

的
な

木
材

生
産

に
資

す

仕
組

み
を
活

用
し

、
地

球
温

暖

る

新
た

な
技

術
の

導
入
や

基

盤

化

対
策

に
貢

献

整

備
を

推
進

・
森

林
認

証
の

取
得

促
進

や
森

行

広

報

去

る

六

月

二

五

日

に

は

定

例

と

な
り

ま
し

た
。

の

作
業

路
作

り
と

、
そ

の
周

辺

・

森
林

所
有

者
の

特
定

や
境

界

林
整

備
指

針
の
策

定
に

よ
り

、

発

に

な

っ

て

お

り

ま

す

通

常

総

代

任

を
終

わ
ら

れ
ま

し
て

も
変

で

の
間

伐
作
業

を
行

い
、

将
来

の

明
確

化
を

進
め

、
木

材
生

産

琵

琶
湖

の
保

全
や

木
材

生
産

活

日

会
を

開
催

致
し

ま
し
た

。

わ
り

ま
せ

ず
、

ご
支

援
頂

き
ま

に

向

け

準

備

を

行

っ

て

お

り

ま

適

地
を

判
断
し

、
集

中
的

な
集

動

を
推

進

６

総

代
の
皆

さ
ま

に
は

、
あ

い

す
よ

う
、

お
願
い

致
し

ま
す

。

す
。

約
化

を
推

進

２

に

く
の

空
模

様
で

し
た

が
、

ご

さ
て

、
全

国
的

に
は

戦
後

の

ま
た

、
一

月
の

広
報

で
触

れ

・
環

境
に

配
慮

し
な

が
ら
主

伐

月

れ

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

「
Ｓ

Ｇ

「
植

え
る

→
育

て
る
→

使
う

や
再
造

林

に
取
り

組
み

、
生

産

７

Ｅ

Ｃ
森

林
認

証
」
に

つ
い

て
、

→

植

え

る

」

森

林

の

循

環

利

用

力

拡
大

と
森

林
資

源
の

循
環

利

年

本
年

中
の

取
得

を
目

指
し

準
備

を

推

進

す

る

こ

と

は

、

林

業

活

用

を
促

進

平
成

九
年

度
ま

で
当

組
合
で

９

を
進

め
て

お
り

ま
す

が
、
こ

れ

動

そ

の

も

の

を

推

進

す

る

こ

と

②

木
材
利

用
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

参
事

と
し

て
ご

活
躍

さ
れ

ま
し

２

も
今
後

、

伐
採
出

荷
し

た
木

材

で
、

持
続

的
に

森
林
を

整
備

す

し
た

加
工

・
流

通
体

制
の

整
備

た

「
水

澤

弘
夫

」

さ
ま

が

、

成

が

、
市

場
の

ニ
ー

ズ
か

ら
外

れ

る

こ

と

に

よ

り

、

森

林

の

多

面

と
県

産
材

の
販

路
拡
大

を
推

進

六
月

一
八
日

闘
病

の
末

、
他

界

平

出

席
を
頂

き
ま

し
て

有
り

難
う

植

林
ブ

ー
ム

に
植
え

た
木

が
、

る

事
の

な
い

よ
う
に

と

の
準
備

的

機

能

の

発

揮
が

確

保

さ

れ

ま

（

主
に

川
中

）

さ

れ
ま

し
た

。(

享

年
八

〇
歳)

ご

ざ
い

ま
し

た
。

伐

採
適

期
を

迎
え

て
い

る
と

言

で

す
。

す

。

次

世

代

に

健

全

な

琵

琶

湖

・
県

内
の

製
材

工
場
が

連
携

・

現

役
時

代
に

は
林

道
事
業

に

本

年
は

総
代
さ

ん
の

改
選

年

わ
れ

て
お

り
ま
す

が
、

私
た

ち

こ

の
よ

う
な

運
営

状
況
の

組

の

水

源

林

を

引

き

継

ぐ

た

め

に

協

力
し
て

県
産

材
を

加
工

し
、

精

力
的
に

取

り
組
ま

れ
、

組
合

度
に

な
っ

て
お

り
ま

し
た

の
で

組
合

の
伐

採
適

期
は

も
う

少
し

合

に
ご

理
解
を

頂
き

、
今

後
と

林

業

の

活

性

化

・

成

長

産

業

化

建

築
物

等
で

使
わ

れ
る

た
め

の

の

発
展

に
寄

与
さ

れ
ま

し
た

。

ご
出

席
を

頂
い

た
総

代
の
皆

さ

先
に

な
り

ま
す

。

も
組

合
員

皆
さ

ま
の

ご
指

導
ご

を

実

現

す

る

こ

と

が

課

題

と

な

仕

組
み

の
構
築

を
支

援

こ

の
場

を
お

借
り

し
、
謹

ん
で

ま
に

は
、
任

期
最

後
の

お
努

め

そ

こ
で

、
今
は

管
理

の
た

め

協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

っ
て
い

ま
す

。

・
県
産

材

の
需
要

情
報

が
共

有

ご
冥

福
を

お
祈
り

致
し

ま
す

。

わ た む き
第

七

〇

回

通

常

総

代

会

去
る
六
月
二
五
日
（
日
）

午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
、
第
七
〇
回
通
常
総
代
会
が

日
野
町
林
業
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

出
席
者
一
一
一
名
・
書
面
議
決
四
七
名

計
一
五
八
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総代 会の様子

Ｕ ＲＬ http://www.rmc.ne.jp/watamukisan/ ＴＥＬ 0748-52-0010 ＦＡＸ 0748-52-0186綿向生 産森林 組合

綿 向 生 産 森 林 組 合

第３９号
発 行

印 刷

し
が
の
林
業
成
長

産
業
化

ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

入谷議長による議事進行

ご
挨
拶

訃

報

作 業 現 場 の 様 子


